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１．近年の水害と気候変動
２．地球温暖化と激甚化する豪雨
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想定最大降雨による浸水想定区域図
～生命を守る水災害意識社会～
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1-①.近年の降雨状況
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1-②.近年の主な水害（一覧）

過去５年の主な水害

・計画を越える洪水や観測史上最大となる降雨が多発！！
・国管理区間での堤防決壊も発生！！

河川等 特徴 備考

平成23年台風6号 新宮川 計画高水位超過

平成23年7月新潟・福島豪雨 信濃川 計画高水位超過

平成23年台風12号 紀伊半島大水害 新宮川 日本史上最大流量 その１

平成23年台風15号 宮川 計画高水位超過

平成24年梅雨前線・台風4号 九州北部豪雨 矢部川 堤防決壊 その２

平成25年梅雨前線等・台風4号・台風7号 山口県老人ホーム 土砂災害

平成25年豪雨 津和野・萩 山口県観測史上最大降雨

平成25年台風第18号 桂川 特別警報（運用後初） その３

平成25年台風第26号 小笠原諸島 土砂災害 その４

平成26年台風11号・台風12号・前線による豪雨 広島豪雨 広島市 土砂災害 その５

平成27年台風18号等 関東・東北豪雨 鬼怒川 堤防決壊

災害名
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1-③.近年の水災害（その１）

計画（1/100）

×1.26倍
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1-③.近年の水災害（その２）

計画（1/100）

×1.28倍

4



1-③.近年の水災害（その３）
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1-③.近年の水災害（その４）
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1-③.近年の水災害（その５）
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1-③.近年の水災害（その６）

平成27年9月 関東・東北豪雨（鬼怒川堤防決壊）
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② 鬼怒川水海道地点(10.95k)

■台風第18号及び台風から変わった低気圧に向かって南から湿った空気が流れ込んだ影響で、関東地方や
東北地方で記録的な大雨となった。
■9月10日から11日にかけて、16地点で最大24時間降水量が観測史上1位を更新した。

下流 中流
3～44k 44～101.5k

決壊 1 0 1

溢水 5 2 7
漏水(噴砂あり) 8 0 8
漏水(噴砂なし) 12 0 12

法崩れ 8 0 8
堤防洗掘 21 0 21
河岸洗掘 2 7 9
その他 17 12 29

合計 74 21 95

被害名 総数

鬼怒川全川の被災状況

常総市役所

計画高水位超過
11時～16時

９月２５日時点

堤防決壊



1-③.近年の水災害（その７）
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２-①地球温暖化と激甚化する豪雨
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気候変動に関する政府間パネル：Intergovernmental Panel on Climate Change、略称：IPCC

国際連合環境計画と国際連合の専門機関にあたる世界気象機関が1988年に共同で設立

参加者は政府関係者だけに限られず、各関連分野の科学者など専門家も参加している。
2007年の第4次評価報告書の場合、130ヵ国以上からの450名超の代表執筆者・800名超の執筆協力者による寄稿、
および2500名以上の専門家による査読を経て作成されている

＜検討条件＞
○SRES
エネルギー・二酸化炭素排出等の排出シナリオ

○A1Bシナリオ
高成長社会（バランス型の石油系・新エネル
ギーの技術革新）

第5次評価報告書 2014年12月
第1作業部会報告書（AR5 WG I : 自然科学的根拠） 環境省

国土技術政策総合研究所
気候変動適応策研究本部

将来における気候変動に対応するための方策を，
治水や利水，環境の観点から多面的に検討

河川に関する影響の分析



２-②地球温暖化と激甚化する豪雨

堤防設計の計画を上回る洪水が頻発する可能性がある。
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２-③地球温暖化と激甚化する豪雨

命を守ることを最重要課題と
して取り組む

命と財産を守るための
施設整備

大雨等の規模

現況の堤防等の能力の規模 堤防等設計の計画の規模 想定し得る最大規模

天神川流域で100年に1回
程度降る大雨を対象

過去に山陰地区で降った
最大の大雨

命を守ること（避難行動）を優先とするため、
被害が最大となるよう、計算条件を設定

・ハード整備は時間がかかり、今後起こりうる災害への早期対応が困難
・諸外国の対応方法等（住民避難に関するタイムラインの設定）も参考に大規模災害の避難方法を検討

現況の堤防等の能力の規模 堤防等設計の計画の規模

大雨等の規模

これまで

今後

堤防等を設計する規模の降雨しか想定していない

想定し得る最大規模の降雨で、命を守ることを優先するための検討を実施！！

命と財産を守るための
施設整備

天神川流域で100年に1回
程度降る大雨を対象
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２-④地球温暖化と激甚化する豪雨（ハリケーン・カトリーナ事例）
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３-①．平成27年度水防法改正の概要
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水防法の改正の概要＜平成27年5月13日成立、5月20日公布＞

○ 現行の洪水に係る浸水想定区域について、

想定し得る最大規模の洪水に係る区域に拡充して公表

（現行は、河川整備において基本となる降雨を前提とした区域）

改正の概要

近年､現在の堤防等の施設計画を

超える浸水被害が多発

H26.8避難所2階の浸水
（徳島県）

H25.8梅田駅周辺の浸水
（大阪市） 河川整備において基本となる降雨を前提 想定し得る最大規模の洪水に係る浸水想定区域

背景

※浸水想定区域図の公表を出水期前（6月中旬）までを予定

改訂前 改訂後 備考

浸水想定区域図 計画規模降雨 想定最大規模降雨 計画規模降雨（省令）

浸水継続時間 想定最大規模降雨
ハザードマップ 計画規模降雨 想定最大規模降雨
参考（その１） 河岸浸食による家屋倒壊
参考（その２） 氾濫流による家屋倒壊

河川管理者公表：赤文字 市町村公表　　　：青文字

＜改訂により公表する情報＞



３-②浸水想定区域図・ハザードマップの効果

15ハザードマップを活用することで、避難行動が早くなり、命を守ることにつながる。

●洪水ハザードマップの有効性
・1998 年に日本の東北地方を流れる阿武隈川で発生した洪水
・郡山市

1)住民の多くは、洪水ハザードマップに示される避難場所を確認して避難を行った。
2)洪水ハザードマップを見た人の避難者は、見なかった人に比べて約1.5 倍多かった。
3)洪水ハザードマップを見た人は、避難の開始時間が約1 時間早かった。

1998 年8 月 郡山市の洪水



③．想定最大規模降雨（今回）

＜想定最大規模降雨とは＞
・気候変動により頻発化・激甚化する水災害に対応するためには施設の能力を上回る外力の発生を想定
・近隣の流域等における降雨が同じように発生すると考え、国内を降雨特性が類似するいくつかの地域に分割し、
その地域内で観測された最大となる降雨を用いて想定最大外力を設定

・年超過確率1/1000程度の降雨量を目安として想定最大外力を設定

社会資本整備審議会（気候変動に適応した治水対策検討小委員会）
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天神川流域は降雨特性により山陰に分類

小田上流（464km2）と同規模で実際に山
陰地区で観測された降雨を抽出

平成23年9月洪水で411mm/24時間
と降雨量を算定

○降雨の設定方法

（参考）降雨特性の地域設定

①北海道北部

②北海道南部

④東北東部

⑤関東

⑥北陸

⑦中部

⑧近畿

⑩山陰

⑨紀伊南部

⑬四国南部

⑪瀬戸内

⑭九州
北西部

⑮九州南東部

③東北西部

ブロック区分

⑫中国西部

（⑭九州北西
部に含む）

これまで 今回

計画規模降雨
想定最大
規模降雨

降雨量（小田上流域） 352mm／24時間 566mm／24時間

天神川流域で過去の降雨を収集整理

1/1000年確率で５６６mm/24時間
と降雨量を算定

比較

被害最大となる天神川の降雨波形（H10年10月型）で浸水範囲を検討

比較して大きな降雨量である566mm/24時間で設定



５-①．公表資料＜浸水想定区域図（想定最大規模降雨） （総括版）＞

想定最大規模降雨
（H10.10型、566mm/24
時間）の浸水解析を実施し、
最大浸水深をとりまとめ

想定最大規模降雨（L2）による最大浸水深

北栄町

倉吉市

三朝町

湯梨浜町
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５-②公表資料＜浸水継続時間（想定最大規模降雨） （総括版）＞

浸水継続時間（L2、H10.10型、566mm/24hr）

北栄町

想定最大規模降雨
（H10.10型、566mm/24時
間）の浸水解析結果から、
浸水継続時間をとりまとめ

堤内地の浸水継続時間の
最大は3日～1週間程度と
なり、倉吉市街地等におい
て1日～3日未満もあるが、
概ね 1日以内に排水され
る。

倉吉市

三朝町

湯梨浜町



昭和9年（1934年）9月20日から21日にかけて強烈な強さの室戸台風が西日本を襲いました。室戸台風による死者行方不明
者は、西日本各地で3036名を数える大災害となりました。

室戸台風の被災状況（昭和9年9月）

④倒壊した丸山町の民家

③倉吉役場前にある元帥酒造角の様子

②倒壊した堺町の民家の様子

①倉吉中学校裏の惨状

現在 当時
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５-③過去の浸水実績＜昭和9年9月 室戸台風＞

（旧関金町）

（旧北条町）

（旧大栄町）

（旧羽合町）

（旧東郷町）

三 朝 町

倉 吉 市
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５ｰ④参考資料＜家屋倒壊等氾濫想定区域（想定最大規模降雨）＞

河岸浸食による家屋倒壊等氾濫想定区域

洪水氾濫による家屋倒壊等氾濫想定区域

北栄町

倉吉市

三朝町

湯梨浜町

湯梨浜町

北栄町

倉吉市

三朝町
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６-①水防災意識社会の構築に向けて
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『大規模氾濫時の減災対策協議会
に至るまでの経緯（背景） 』

年 月 事 象 概 要

近年 想定していた気象等外力の変化

地球温暖化と激甚化する豪雨、近年水害と気候変動等

平成２７年 ５月 水防法の改正

多発する浸水被害への対応を図るため、ソフト･ハード両面から対策を推進する。

平成２７年 ８月 水災害分野における気候変動適応策のあり方の公表

激甚化する水災害に対処し気候変動適応策を早急に推進すべく、施設では守りきれ
ない事態を想定し、社会全体が災害リスク情報を共有し、施策を総動員して減災対
策に取り組む。

平成２７年１２月 水防災意識社会再構築ビジョンの公表

行政･住民・企業等の各主体が水害リスクに関する知識と心構えを共有し、氾濫した
場合でも被害の軽減を図るための、避難や水防等の事前の計画・体制、施設による
対応が備えられた社会を目指す。

平成２８年 ６月 浸水想定区域図の公表

現行の洪水に係る浸水想定区域について、想定し得る最大規模の洪水に係る区域
に拡充して公表する。

平成２８年 ７月 河川大規模氾濫時の減災対策協議会の開催

全ての直轄河川とその沿川市町村において、平成３２年度を目標に水防災意識社
会を再構築する取り組みを行う。

平成２８年 ８月 減災のための目標及び取組方針（案）の公表

大規模氾濫時の減災対策として、計画的・一体的に取り組む事項について、積極的
かつ建設的に検討を進め、その結果をとりまとめる。

※ 朱書きは今後の予定

６-②水防災意識社会の構築に向けて



６-③今後の対応（協議会のスケジュール（案））
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○天神川水系大規模氾濫時の減災対策協議会（仮称）

浸水想定区域図の公表 平成２８年６月９日

第１回協議会 平成２８年７月１２日開催

第２回協議会 平成２８年８月開催予定
・取組方針の策定（発表）

※現時点の予定であり変更の可能性があります

毎年、フォローアップしながら、5カ年で取組みを進める。

大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方について
～社会意識の変革による「水防災意識社会」の再構築に向けて～

社会資本整備審議会答申

○速やかに実施すべき対策
(1) 市町村長による避難勧告等の適切な発令の促進
(2) 住民等の主体的な避難の促進
(3) 的確な水防活動の推進
(4) 減災のための危機管理型ハード対策の実施


